
出
題
の
ね
ら
い
・

採
点
講
評

一般入試前期Ｂ日程

数学

■出題のねらい
　数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ａ，数学Ｂの内容から，式の計算，円の方程式，指数・対数，平
面ベクトルを選び，基本的な知識と計算力を問いました。

■採点講評
　（１）　空所� ア �はよくできていましたが，空所� イ �はできがよくありませんでした。
　（２）　空所� エ �で b を使って表した誤答が多く見受けられました。
　（３）　空所� カ �が難しかったようです。指数と対数のグラフの関係について，よく理

解してください。
　（４）　よくできていました。

■出題のねらい
　階差数列に関する基本的な計算と数列の和について問いました。

■採点講評
　（１）　できる人とできない人に分かれました。丁寧に考えていけば難しくないはずです。
　（２）　数列の和の計算ができないのか，正答に辿りついた人は少なかったです。
　（３）　比較的よくできていました。
　（４）　最初の数項を計算すれば予想できます。また，解答を503とする惜しい誤答も見

受けられました。

Ⅰ

Ⅱ

■出題のねらい
対数関数を題材に，微分と三角関数の基本的な知識と理解を問いました。

■採点講評
　全体的によくできていました。
　（１）　（２log x）'＝log x＋ 　とするなど微分ができていない解答が見受けられました。

また，接線を求める際に微分係数に x＝mを代入していない解答も見受けられまし
た。

　（２）　tan x の意味を考えるとすぐ正答に辿りつくのですが，わざわざ x 切片， y 切片
を求めて計算した結果，間違えてしまう解答がありました。

　（３）　符号が違うなど，加法定理の公式を間違えている解答が多く見受けられました。
　（４）　（４）まで辿りついた人はほぼできていましたが，m ，n は自然数という条件を見

落としている人が散見されました。

■出題のねらい
三角関数に関する基本的な知識と計算力を問いました。

■採点講評
　（１）　予想よりできていませんでした。三角関数の基本的な計算ですので，確実に解け

るようにしておきましょう。
　（２）　空所� オ �はよくできていました。∠ＡＯＱ＝２θであることを利用すれば，空

所� カ �， キ �は空所� ウ �， エ �よりすぐに求まります。しかし，気づけなかっ
た人が多かったようです。

■出題のねらい
２次関数の基本的な知識および多項式の微積分の理解と計算力を問いました。

■採点講評
　（１）　よくできていましたが，計算ミスをしている人がいました。
　（２）　微分を使わずに，t ＝１のときに S が最大としている誤答が多く見受けられまし

た。微分を使う方法で解いた人は，よくできていました。
　（３）　（２）が解けた人はよくできていました。

■出題のねらい
　絶対値を含む関数を題材に，適切な場合分けを行いグラフを書くこと，積分の応用とし
て図形の面積と回転体の体積について問いました。

■採点講評
　（１）　よくできていましたが，場合分けができていない解答が見受けられました。
　（２）　ほとんどの人ができていました。
　（３）　回転体の体積を求める式を作るまではよくできていましたが，途中で計算ミスを

している解答が多く見受けられました。
　（４）　極限について基本的な事項を理解していれば解ける問題でしたが，正答に辿りつ

けていた人は多くありませんでした。

Ⅲ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅳ

２
x

一般入試前期Ｂ日程

物理

■出題のねらい
　野球のボールの運動を題材に，運動量，力積，放物運動に関する基本的な問題を出題
しました。また，応用問題として，放物運動の物理現象を数学的に取り扱うことができ
るかを問いました。

■採点講評
　全体の正答率は約50％でした。（１）は，ボールがバットに当たる前後での運動量，
力積に関する問題です。１）は，ほとんどの受験者ができていました。２），３）は

「運動量の変化は力積に等しい」ことから，ボールが受けた力積の向きと大きさを求め
る問題です。２）のベクトルの作図を正答できた受験者は，約50％でした。力学の問題
では，物体や質点にはたらく力の大きさや向きをベクトルで表して作図する問題が出題
されますので，しっかり学習しておきましょう。３）は，大問Ⅰの中で最も正答率が
低かったです。教科書の例題として掲載されている問題です。理解しておきましょう。
　（２）は，放物運動に関する問題です。４），５）はよくできていました。放物運動の
問題を解くときには， x 座標の式と y 座標の式を組み合わせて用いるので，式の取り扱
いができるようにしておきましょう。７）のような問題を苦手としている受験者が多か
ったです。運動エネルギーが２倍になるということは，速度の２乗の値が２倍になりま
す。
　 ア �， イ �はよくできていました。 イ �は計算が少し煩雑ですが，数学の計算力
があれば正答できる問題です。８）は，式③の不等式を満たすV2を求めます。Vの４次
式なので，V2をXで置き換えればXの２次式になります。９）を求めるためには，式④

がヒントになります。tanθM=　　　　　　　　　　　　であり，x 軸から点Ａまでの

高さがＨなので，すぐに正答がわかります。そうすると，△ＡＢＯが二等辺三角形であ
ることがわかるので， ウ �に入る語句を導くことができます。これらの計算を通して
物理現象がきちんとイメージできれば，10）の作図ができます。10）の正答率は約20％
でした。
　物理を理解するためには，数学を使って物理の内容を表現しながら，同時に自然の中
で起こる現象をイメージできることが重要です。大学でいろいろなことを学習するうえ
では，このような思考方法を身に付けておく必要があります。

Ⅰ
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化学

■出題のねらい
　長い直線状の導線に流れる電流の回りに置かれた導線やコイルなどを題材に，電流と
磁場の基本事項について問いました。

■採点講評
　基本的な内容であったにもかかわらず，全体の正答率はそれほど高くありませんでし
た。
　１）はよくできていましたが，２）で受験者の多くは力の向きを示す矢印を正しく書
けていませんでした。平行電流間にはたらく力はどの教科書にも出てくる重要な内容で
す。その力の大きさおよび電流の向きと力の向きの関係をよく理解しておいてくださ
い。 ア �～ ウ �は導線Ｑにはたらく力をローレンツ力によって説明する問題で，少々
難しく感じたかもしれません。 ウ �以外はあまりできていませんでした。 イ �では，
nSや nℓという誤答が多く見受けられました。 nは単位体積あたりの電子数なので，
導線Ｑの長さℓ当りに含まれる電子数を求めるには nにその部分の体積を掛ける必要
があります。３），４）は比較的よくできていました。３）は，２）と同様に基本事項
です。４）では，辺adにはたらく力の大きさが導線Ｐに近いため，辺bcにはたらく力
の大きさよりも大きく，互いに力の向きは逆となります。一方，辺abと辺dcにはたら
く力の大きさは同じで，向きは逆となります。このことから，コイル全体に対して z軸
方向には力がはたらかず， x軸の負の向きに力がはたらくことがわかります。５）では，
平行電流間にはたらく力によって説明を試みた誤答が多く見受けられました。ここでは，
導線Ｐから離れるほど強さが減少する磁場中をコイルが x軸の正の向きに進むとき，コ
イルを貫く磁束の減少を補うようにａ→ｂ→ｃ→ｄ→ａの向きに電流が流れるといった
現象をイメージし，理解しておくことが肝要です。なお，コイルの辺ad，辺bcに相当
する導線部分が磁場中を動くことで発生する誘導起電力や誘導電流という観点から理由
を正しく説明している場合も正答としました。
　このように，単に式や名称を暗記するだけでは高得点は望めません。日頃より，基本
的な法則や式の意味を深く理解して物理現象を捉えるような学習を心掛けてください。

Ⅱ
■出題のねらい
　光学に関する基本概念についての問題です。公式を覚えているかではなく，基本的な
概念から論理的に組み立てて現象を理解できるかどうかを問いました。

■採点講評
　（１）レンズについての基本的な問題です。１），２）は図形を正確に読み取れば容易
に正答できます。よくできていました。３）�グラフはデータの点を正確に記入して，
２）のm，b，f の関係に着目すれば直線が書けます。原点（０，０）を通る線を書こ
うとした誤答が見受けられました。グラフの特徴から f を求めるためには，直線の切片，
直線の傾きなどに着目すればよいです。一点の値（表の１組の数値）を数式に代入して
求めたのでは，グラフを利用したことにはなりません。４）は，式①に b＝3 a ，f ＝
６を代入して計算すれば正答できます。分数式ですが，正確に計算してください。正答
率は約50％でした。
　（２）レンズの焦点距離を物理的な基本法則から導き出すことができるかを問いまし
た。５）屈折の法則は，問題文中にαと rの関係として示されています。αと rをβと
i に置き換えれば示すことができます。図からも明らかのようにβ＞ i ですから，逆の
式を示すような間違いには気づいて欲しいです。また，法則としては厳密で正しいです
が，sinβ，sin i を使って示している解答は，題意を理解していないものとみなされます。
試験の解答としては正答としましたが，注意してください。６）は，問題通り幾何学的
に考えれば簡易です。７）は，式②と図４（あるいは文中の数式）だけで理解できるの
で，よくできていました。
　（３）レンズの結像は，図１のように光軸に平行な光線とレンズの中心通る光線のみ
で示されますが，それ以外のすべての光線について確かめる問題です。問題文をよく読
んで論理的な進め方ができるようにしましょう。図と数式を組み合わせれば理解できる
はずです。８），９）とも数式を正確に処理すれば正答できます。正答率は約20％でし
た。

Ⅲ

■出題のねらい
　ヘンリーの法則を題材にして，水に対する気体の溶解度や気体の物質量と質量の関係
について問いました。

■採点講評
　全体的に，あまりできていませんでした。
　（１）では，「ヘンリーの法則」という法則名を問いましたが，「ボイルの法則」，「シ
ャルルの法則」，「ヘスの法則」あるいは「ドルトンの分圧の法則」など，化学の教科書
に出てくるほとんどすべての法則が解答されており，「ヘンリーの法則」と解答した受
験者があまりにも少なかったです。頻出される大切な法則は，名称とその法則の内容を
対にして理解しておくことが必要です。（２）では，気体の窒素について，物質量から
質量への変換を要求しました。誤答のほとんどは，窒素の化学式をＮ2ではなくＮだと
間違って理解していることが原因で生じていました。また，（２）～（７）では，指数
表示ができていない受験者がいました。指数表示では，例えば2.035×10－3のように，
小数点の前に記入する数字は１～９でなければなりません。また，有効数字の理解がで
きていない受験者もいました。先の例では有効数字は４桁です。指数表示がちゃんとで
きると，有効数字も容易に理解できます。（５），（６）では，酸素の物質量や質量が窒
素の物質量や質量の何倍かが問われています。これを逆に読み違えている解答が多数見
受けられました。問題は最後までしっかり読んで，それから解答する習慣をつけましょ
う。（８）は，容易な問題だと考え出題しましたが，正答が少なかったです。空気が飽
和している水の中に，窒素を吹き込んでいくと，当然，水の中の窒素の分圧は大きくな
っていきます。（９）は，（１）～（９）の問題の中で最もよくできていました。塩基性
を示すのは，当然水酸化物イオンOH－です。この水酸化物イオンができない化学反応
式も多数見受けられました。
　ヘンリーの法則は，化学計算の力を試す問題として，入試によく出題されます。必ず
練習しておいてください。

Ⅰ ■出題のねらい
　無機化学：各種金属（Ag,�Al,�Cu,�FeおよびAu）の反応性や性質に関する知識を問い
ました。

■採点講評
　基本的な問題でしたが，正答率は約50%でした。
　（１）　金属の性質をよく理解しておいてください。解答は，元素記号で記すように指示

しています。問題をよく読むようにしてください。
　（２）　金属のイオン化傾向の序列：（Li,�K,�Ca,�Na）>�Mg�>（Al,�Zn,�Fe）>（Ni,�Sn,�

Pb）>（H2,�Cu）>（Hg,�Ag）>（Pt,�Au）をしっかりと理解しておいてください。
水素（H2）よりもイオン化傾向の高い金属に，塩酸などの酸を加えると水素が発
生します。

　（３）　両性元素（Al,�Zn,�Sn,�Pb）は，酸だけでなく強塩基の水溶液とも反応し，水素
を発生して溶解します。

　（４）　１）では，硝酸（HNO3）から二酸化窒素（NO2）への酸化還元の反応式，２）
では，１）をヒントに，銀と濃硝酸の化学反応式を導けるようにしてください。
Agはイオン化傾向が水素よりも低いので，濃硝酸を加えても水素は発生しないこ
とに注意してください。

　（５）　アルミニウムの粉末と酸化鉄（Ⅲ）Fe2O3の混合物に点火すると，反応とともに
多量の熱が生じて融解したFeが生成します（テルミット反応）。この化学反応を化
学式で書けるようにしておいてください。解答では，テルミット反応を，融解塩電
解，弱酸遊離反応，電解精錬など誤答がありました。教科書に記載されている語句
について，正確に理解しておいてください。

　（６）　結晶構造についての問題は，比較的よくできていました。体心立方格子，面心立
方格子について，今後も出題される可能性があります。よく理解しておいてくださ
い。

Ⅱ
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化学

■出題のねらい
　長い直線状の導線に流れる電流の回りに置かれた導線やコイルなどを題材に，電流と
磁場の基本事項について問いました。

■採点講評
　基本的な内容であったにもかかわらず，全体の正答率はそれほど高くありませんでし
た。
　１）はよくできていましたが，２）で受験者の多くは力の向きを示す矢印を正しく書
けていませんでした。平行電流間にはたらく力はどの教科書にも出てくる重要な内容で
す。その力の大きさおよび電流の向きと力の向きの関係をよく理解しておいてくださ
い。 ア �～ ウ �は導線Ｑにはたらく力をローレンツ力によって説明する問題で，少々
難しく感じたかもしれません。 ウ �以外はあまりできていませんでした。 イ �では，
nSや nℓという誤答が多く見受けられました。 nは単位体積あたりの電子数なので，
導線Ｑの長さℓ当りに含まれる電子数を求めるには nにその部分の体積を掛ける必要
があります。３），４）は比較的よくできていました。３）は，２）と同様に基本事項
です。４）では，辺adにはたらく力の大きさが導線Ｐに近いため，辺bcにはたらく力
の大きさよりも大きく，互いに力の向きは逆となります。一方，辺abと辺dcにはたら
く力の大きさは同じで，向きは逆となります。このことから，コイル全体に対して z軸
方向には力がはたらかず， x軸の負の向きに力がはたらくことがわかります。５）では，
平行電流間にはたらく力によって説明を試みた誤答が多く見受けられました。ここでは，
導線Ｐから離れるほど強さが減少する磁場中をコイルが x軸の正の向きに進むとき，コ
イルを貫く磁束の減少を補うようにａ→ｂ→ｃ→ｄ→ａの向きに電流が流れるといった
現象をイメージし，理解しておくことが肝要です。なお，コイルの辺ad，辺bcに相当
する導線部分が磁場中を動くことで発生する誘導起電力や誘導電流という観点から理由
を正しく説明している場合も正答としました。
　このように，単に式や名称を暗記するだけでは高得点は望めません。日頃より，基本
的な法則や式の意味を深く理解して物理現象を捉えるような学習を心掛けてください。

Ⅱ
■出題のねらい
　光学に関する基本概念についての問題です。公式を覚えているかではなく，基本的な
概念から論理的に組み立てて現象を理解できるかどうかを問いました。

■採点講評
　（１）レンズについての基本的な問題です。１），２）は図形を正確に読み取れば容易
に正答できます。よくできていました。３）�グラフはデータの点を正確に記入して，
２）のm，b，f の関係に着目すれば直線が書けます。原点（０，０）を通る線を書こ
うとした誤答が見受けられました。グラフの特徴から f を求めるためには，直線の切片，
直線の傾きなどに着目すればよいです。一点の値（表の１組の数値）を数式に代入して
求めたのでは，グラフを利用したことにはなりません。４）は，式①に b＝3 a ，f ＝
６を代入して計算すれば正答できます。分数式ですが，正確に計算してください。正答
率は約50％でした。
　（２）レンズの焦点距離を物理的な基本法則から導き出すことができるかを問いまし
た。５）屈折の法則は，問題文中にαと rの関係として示されています。αと rをβと
i に置き換えれば示すことができます。図からも明らかのようにβ＞ i ですから，逆の
式を示すような間違いには気づいて欲しいです。また，法則としては厳密で正しいです
が，sinβ，sin i を使って示している解答は，題意を理解していないものとみなされます。
試験の解答としては正答としましたが，注意してください。６）は，問題通り幾何学的
に考えれば簡易です。７）は，式②と図４（あるいは文中の数式）だけで理解できるの
で，よくできていました。
　（３）レンズの結像は，図１のように光軸に平行な光線とレンズの中心通る光線のみ
で示されますが，それ以外のすべての光線について確かめる問題です。問題文をよく読
んで論理的な進め方ができるようにしましょう。図と数式を組み合わせれば理解できる
はずです。８），９）とも数式を正確に処理すれば正答できます。正答率は約20％でし
た。

Ⅲ

■出題のねらい
　ヘンリーの法則を題材にして，水に対する気体の溶解度や気体の物質量と質量の関係
について問いました。

■採点講評
　全体的に，あまりできていませんでした。
　（１）では，「ヘンリーの法則」という法則名を問いましたが，「ボイルの法則」，「シ
ャルルの法則」，「ヘスの法則」あるいは「ドルトンの分圧の法則」など，化学の教科書
に出てくるほとんどすべての法則が解答されており，「ヘンリーの法則」と解答した受
験者があまりにも少なかったです。頻出される大切な法則は，名称とその法則の内容を
対にして理解しておくことが必要です。（２）では，気体の窒素について，物質量から
質量への変換を要求しました。誤答のほとんどは，窒素の化学式をＮ2ではなくＮだと
間違って理解していることが原因で生じていました。また，（２）～（７）では，指数
表示ができていない受験者がいました。指数表示では，例えば2.035×10－3のように，
小数点の前に記入する数字は１～９でなければなりません。また，有効数字の理解がで
きていない受験者もいました。先の例では有効数字は４桁です。指数表示がちゃんとで
きると，有効数字も容易に理解できます。（５），（６）では，酸素の物質量や質量が窒
素の物質量や質量の何倍かが問われています。これを逆に読み違えている解答が多数見
受けられました。問題は最後までしっかり読んで，それから解答する習慣をつけましょ
う。（８）は，容易な問題だと考え出題しましたが，正答が少なかったです。空気が飽
和している水の中に，窒素を吹き込んでいくと，当然，水の中の窒素の分圧は大きくな
っていきます。（９）は，（１）～（９）の問題の中で最もよくできていました。塩基性
を示すのは，当然水酸化物イオンOH－です。この水酸化物イオンができない化学反応
式も多数見受けられました。
　ヘンリーの法則は，化学計算の力を試す問題として，入試によく出題されます。必ず
練習しておいてください。

Ⅰ ■出題のねらい
　無機化学：各種金属（Ag,�Al,�Cu,�FeおよびAu）の反応性や性質に関する知識を問い
ました。

■採点講評
　基本的な問題でしたが，正答率は約50%でした。
　（１）　金属の性質をよく理解しておいてください。解答は，元素記号で記すように指示

しています。問題をよく読むようにしてください。
　（２）　金属のイオン化傾向の序列：（Li,�K,�Ca,�Na）>�Mg�>（Al,�Zn,�Fe）>（Ni,�Sn,�

Pb）>（H2,�Cu）>（Hg,�Ag）>（Pt,�Au）をしっかりと理解しておいてください。
水素（H2）よりもイオン化傾向の高い金属に，塩酸などの酸を加えると水素が発
生します。

　（３）　両性元素（Al,�Zn,�Sn,�Pb）は，酸だけでなく強塩基の水溶液とも反応し，水素
を発生して溶解します。

　（４）　１）では，硝酸（HNO3）から二酸化窒素（NO2）への酸化還元の反応式，２）
では，１）をヒントに，銀と濃硝酸の化学反応式を導けるようにしてください。
Agはイオン化傾向が水素よりも低いので，濃硝酸を加えても水素は発生しないこ
とに注意してください。

　（５）　アルミニウムの粉末と酸化鉄（Ⅲ）Fe2O3の混合物に点火すると，反応とともに
多量の熱が生じて融解したFeが生成します（テルミット反応）。この化学反応を化
学式で書けるようにしておいてください。解答では，テルミット反応を，融解塩電
解，弱酸遊離反応，電解精錬など誤答がありました。教科書に記載されている語句
について，正確に理解しておいてください。

　（６）　結晶構造についての問題は，比較的よくできていました。体心立方格子，面心立
方格子について，今後も出題される可能性があります。よく理解しておいてくださ
い。

Ⅱ
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